
ジェネリック医薬品に変更したいときは、
医師または薬剤師に相談してみましょう！

ジェネリック医薬品の
使用を
考えてみませんか？

医療保険制度維持の視点から

Q ジェネリック医薬品とは？
先に開発された医薬品の特許が切れたあとに、 
同一の有効成分 で作ったお薬です。先発医薬品
より開発費が少なくて済むので、その分 価格も
安く 処方してもらうことができます。

Q 効き目は同じ？
先発医薬品で有効性や安全性が確
認された有効成分を使用し、 先発
品と同等であると国が認めた お薬
です。

Q 今のお薬よりも 
飲みやすい？
先発医薬品と同等の効果が認めら
れているだけでなく、 小型化・剤形
の変更、味の改良など製造工夫 が
なされているものもあります。

一般社団法人
秋田県薬剤師会

ジェネリック医薬品を　

希望する　・　どちらでもよい　・　希望しない

〈メモ欄〉

いずれかに○をつけて、ご相談ください。

ジェネリック医薬品は
　　　先発医薬品と同等であると
　　　　国が認めた経済的なお薬です

※秋田県79.3％
（�令和元年7月分、全保険者、�
数量ベース）
厚生労働省「最近の調剤医療費
（電算処理分）の動向」より
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（兆円） 国民医療費
約43.1兆円

平成元年 平成5年 平成10年 平成15年 平成20年 平成25年 平成29年
厚生労働省「平成29年度国民医療費の概況」より

2倍以上に
増加！

日本の医療費は
２倍以上に増加！

日本の医療保険制度を
救おう！

　医療技術の進歩や高齢化等により、日本の医療費は今後も上昇
する見込みです。
　ジェネリック医薬品の使用は、ご自身の医療費の負担軽減だけで
なく、医療費全体の効率化につながり、日本の医療保険制度を救う
ための取組みの一つです。
　将来を担う子どもたち、次世代のためにも、ジェネリック医薬品へ
の切り替えをご検討ください！ 日本の医療保険制度の維持に貢献し
ましょう。

医療保険制度は支え合いです！
ジェネリック医薬品の使用を 
ぜひご検討ください！

この点線部分は保険料収入などの保険財政でまかな
われています。

【病院や薬局にかかったときの医療費の内訳】

健康保険から病院や薬局に
支払われます
（8～7割）

患者さんが窓口で
負担します
（２～3割）

福祉医療制度（マル福）等により窓
口負担が少ない方も、ジェネリック
医薬品に切り替えていただくと保
険財政に貢献できます！


